
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春の暖かさと共に、新年度がスタートしました。 

一番上のクラスになりドキドキしている子どもた

ち。この一年間は、就学に向けて様々な事に挑戦

し、一日一日を大切に楽しく過ごし、園生活の思い

出をたくさん増やして、笑顔あふれるクラスにして

いきたいと思っています。一年間、宜しくお願い致

します。 

令 和 ８ 年 度 職 員 紹 介 

理事長・園長：      副園長・用務： 

指導保育士：      主任保育士：  

さくら組(5 歳児)：         

うめ組(4 歳児)：  

もも組(3 歳児) :  

たんぽぽ組(2 歳児)：  

すみれ組(1 歳児)：  

すみれ組(0 歳児)：  

給食調理員・栄養士：       給食調理員： 

給食代替職員：         事務員：  

代替保育士： 

用務員補助：  

        

 元気いっぱいの 19 名の子どもたちで、新しい一

年が始まりました。今年度からはダンス教室、硬筆

教室、英語教室なども活動として増えるので、一層

子どもたちの個々の可能性をのばしつつ、クラス全

体の成長へと繫げていけたらと思っています。一年

間、宜しくお願い致します。 

 暖かな春の陽ざしが降り注ぐ中、新しいお友だち

も迎え新年度がスタートしました。保育室も 2 階に

なり、全く異なった環境に少しドキドキしている子

どもたち。様々な経験を通し、毎日笑顔で楽しく過

ごせるようにしたいと思っています。一年間、宜し

くお願い致します。 

 

新年度がスタートしました。17 名の元気な子ど

もたちです。環境も変わり不安や戸惑いもあると思

いますが、一人ひとりに寄り添いながら、楽しい毎

日を過ごせるよう関わっていきたいと思っていま

す。一年間、宜しくお願い致します。 

 暖かな陽ざしの中、新しいお友だちも迎え、新年

度がスタートしました。新しい環境で不安や戸惑い

があると思いますが、焦らず一人ひとりの子どもた

ちを大切にしながら、一日一日を過ごしていきたい

と思っています。今年も保護者の皆様と一緒に、子

どもたちの成長を見守っていきます。一年間、宜し

くお願い致します。 

  

ポカポカと暖かい春の陽ざしの中、新しいクラス

での生活がスタートしました。初めての先生やお友

だちにドキドキしている子どもたちですが、一対一

の関わりを大切にして、信頼関係を築いていきたい

と思っています。一年間、宜しくお願い致します。 

さ く ら 組 

う め 組 も も 組 

た ん ぽ ぽ 組 
す み れ ０ 歳 児 組 

すみれ 1 歳児組 

 
 

4 月の行事予定 3 月 の 誕 生 会 

4 月 4日(土)入園・進級式 

8 日(水)花まつり(お釈迦様の 

お誕生日) 

14 日(火)身体測定(以上児) 

15 日(水)硬筆教室(桜組) 

〃  身体測定(未満児) 

16 日(木)体操教室(桜・梅・桃組) 

20 日(月)避難訓練 

21 日(火) 硬筆教室(梅組) 

22 日(水)誕生会 

24 日(金)親子遠足(いとうづの森公

園、雨天の場合はいのち

のたび博物館) 

28 日(火)毛筆教室(桜組) 

30 日(木)ダンス教室(桜・梅組) 

《園長の言葉》                                                                       令和 8年度 認定子ども園竜光保育園 第 730 号 

 ご入園・ご進級まことにおめでとうございます！咲き誇る満開の桜が、子どもたちの新たな門出をお祝いしてくれているようです。(※当日

は春の嵐に見舞われましたが、「雨降って地固まる」や「雨が降らなければ、きれいな虹は出ない」等といった言葉もあり、雨天は悪い事ばか

りでは決してありませんよ。) 

さて、先日、ある保育雑誌の巻頭に【保育は手かけ 目かけ 声かけ】という言葉が掲載されていました。これはある保育園の園長先生が若

かりし頃、保育実習の際に多くの園児に囲まれてその対応に苦慮していた時に、その園の所長先生からかけられた言葉だといいます。『“手か

け”は手を繋げば、子ども二人を見る事ができますよ。“目かけ”は視野を広く持てば、さらに数人の子どもを見ることができますよ。“声か

け”は声を使えば、離れた子どもにも配慮できますよ。』と、当時実習生だった園長先生が、所長先生から「あなたならまだまだやれるわよ」

と背中を押された言葉で、今もこの言葉を胸に、日々子どもたちと向き合っているそうです。(『保育通信2026.3』より) どんなに時代が変わ

ろうとも、子どもたちが日常生活を心から安心して過ごせるための不変的な視点に改めて気付かされて、保育界のレジェンドとも言われた故藤

岡佐規子先生が、常々著書や講演会でおっしゃっていた【視点はいつも子どもたち】、という言葉を思い起こさせて頂いた次第です。 

この園長先生の心持ち同様、今年度も職員一同初心に返り、保護者の皆様と手を携え、子どもたちの日々の機微(心の奥にある、言葉にでき

ない微妙な感情やニュアンス等)にも寄り添い、心身共の健やかな成長を見守っていく所存です。ご協力・ご理解の程宜しくお願い致します。 

ク ラ ス だ よ り 
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※個人情報保護の観点

から職員名の掲載は

控えさせていただき

ます。 


